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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・第2回法人研修

日時：7/5(火)･6(水) 17:30～18:30　場所:4階メモリアルホール

テーマ:｢感染症関連｣～食中毒等の予防基本事項について～講師:感染対策委員会委員長
各自出欠表に登録すること。

不参加者対象にビデオ研修を実施予定⇒7/7(木)17:30～18:30　4階メモリアルホール

・佐々木ＡＯＭより～

行事等の企画書の決裁欄について、病院･通所における各行事、企画書等の決裁欄（「鑑含」）に関して、今後は理事長(CEO)欄は必要なく、最終決裁者は病院長(COO)となる。

・永年勤続5年海外研修(グアム)について、参加･辞退届の提出期限が6/30(木)までの為、対象者は忘れずに提出すること。
・6/24(金)14:00～浜辺信明様　体験利用予定
＜青陽館利用者情報＞
デイケア

・下村英三郎様～本日より正式利用開始となっている。送迎にて来所しており、利用についての不安や問題はないと話している。デイケアでは、運動療法を見学したり、他利用者やスタッフと将棋をして過ごしている。「ここはこうすればいいんだよ」と表情良く将棋を教えながら、楽しんでいる様子が窺える。今後の利用について、「家にいても暇だから、将棋とか麻雀しながら楽しんでいければいいな」と日中活動の場として継続して利用することを希望。利用目的として本人が興味がある活動に取り組みながら、楽しんで過ごしていくことを提案すると、「それがいいな」と表情良く返答している。利用日については、「送迎ができればもうちょっと増やせるかな」と話されている為、送迎が開始された後に改めて利用日を検討していくこととしている。
・小林　満　様～昨日は欠席していたが、本日は来所している。来所後すぐに自分から抗酒剤を服用している。顔面紅潮と活気のなさが見られており、不調の有無を聞くと、「大丈夫です」とスタッフの顔を見ずに返答している。自分から声を掛けることはなく、スタッフの声掛けに素っ気無く対応しながら過ごしている。
・小泉　晋哉様～本人より架電あり、体のだるさと眩暈があるとのことで、デイケアの欠席を希望している。状況を確認すると、「昨日B型の施設を見学した疲れがあるかも」と話している。仕事については、良かったけど自宅から車で長時間移動することになるため、その点が不安と話している。今後も相談や見学を行いながら、ステップアップを目指していくことを伝えると「わかりました」と話し、本日はデイケア欠席となっている。

デイナイトケア

・鈴木真知子様～昨日の利用中に、階段を降りていく行動が見られており、本日午後の運動療法の時間を使い、スタッフと散歩に行く予定としている。あいにく天候が悪く気温も低いが、散歩の話題がでると「楽しみ」と笑顔で話されている。

・奥山以依子様～本日の問診に青風荘スタッフが同行し、担当医へ睡眠状況について情報提供している。睡眠時間をノートに書き留めており、特定の入居者様(倉橋生子様)に睡眠時間のことを聞かれたり、青陽館スタッフにも聞かれるので、忘れてしまうから忘れないように書き留めているとのこと。また、倉橋様から書くことをアドバイス受けた様子である。このような行動が睡眠に影響があると考えられる為、担当医より、睡眠時間を書き留める必要がないことを説明受けている。青風荘スタッフより、夜中に目が覚めると書き留める為に電気を点けてそのような行動をし、そのままテーブルでウトウトしている状況があることや倉橋様が訪室して話し掛けてくる為、奥山様の睡眠の妨げとなっていることを倉橋様へは説明し、訪室や睡眠に対する話し掛けを控えて欲しいことを伝えている。

本人が気にしないよう青陽館でも変化があった場合や状況確認しなければない場合以外は睡眠時間の確認は控えるようにしていく。

ナイトケア
・中居美津子様～「借金の額が増えている」「整形の病院費用を滞納している」等の話が聞かれている。先週担当スタッフとお金の遣い方について話しているが、「25日までお金が足りなくなったので1万円引き出すため姉に連絡を取らなければならない」と話すものの、「遣り繰りはできている」と話していたとのこと。それは遣り繰りが出来ていないことではないかと伝えるが、遣り繰りはできていると話している。本日来所したら詳細を確認していく予定としている。

＜外来情報＞

・冨田　紀子様～眠剤を増やして欲しいとの希望あり、ハルラック2T→3Tへ増薬となっている。

・藤井　純子様～お母様と受診している。お母様より、薬の副作用なのか物忘れや手や頭の震えが見られ、薬の依存症になっているのではないか、日中イライラして眠れていないようだとの訴えがある。薬を減らす方向で、現在の処方薬から、ガスター、ハモチジン、ソラナックス、デパゲンを減薬して様子観察するとのこと。

・下村英三郎様～エンシュアリキッド1日１本28日分が処方となっている。血圧高値を話されているが、診察時の血圧137/75mmHgと高値ではなかった為、2.3回測ってみるよう説明している。

・奥山以依子様～血圧が高いことがあり、前に197/69mmHgの高値があったことを話されている。眩暈はなく、食欲もあり甘い物も食べているとのこと。

・船場　幸子様～目が疲れて、目薬を使っているとのこと。

・坂本　健治様～ワーク柿の木苑へ週3回通っていること、そこではパソコンの入力を行っていること、幻聴はあることを担当医へ話している。

・中居美津子様～3名の名前をあげ、「ストーカーされている」「(私のこと)お金持ちだと思っている」と話している。

・前野　義勝様～本人希望にて、ナパゲルン軟膏2本処方となる。太ったと話すが特に変化はなく、体重70.4kg。

カンファレンスシート

　　　　　　　　　　　　　　　　実施日：H28年6月23日（木）13：30～14：00

　担当チーム：工藤・赤坂

検討内容　目標、計画の検討

	氏名
	千葉　輝夫様
	性別
	男
	年齢
	73歳
	生年月日
	S17年2月19日

	主病名
	アルツハイマー型認知症
	合併症
	高血圧症

	治療方針（医師の指示）
	日中活動・生活リズムの維持。

プログラムや社会的交流を通じて、認知症の進行を予防する。

	本人希望
	現状の生活維持

	家族希望
	現状の生活維持

	入院歴
	0回

	通所歴
	1回目

※今回：　H27年8月4日～現在（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	ヘルパー利用

	住居：

アパートにて単身生活
	家族構成：

長男、長男嫁

	利用制度
	生活保護　　介護保険　要介護1

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加できるよう、千葉様用プログラム表を作成する。(プログラム内容・時間・場所を入れる)

スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。(息子様の要望も取り入れていく)

	
	②わからない時は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、アドバイスを行うようにする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加していく。
	・4/6は、通常の1時間前、7時半頃来所している。本人は「いつもと同じバスで来た」と話している。6/16通常より1時間遅れて来所したため理由を確認すると、「いつもの時間に来たよ」と話している。時計を見ているが、普段の時間と違うことは自覚していない様子が見られている。

・プログラムで、他利用者(全員)が、場所移動していても、自分がやりたいことがあればそちらを優先させていることがある。その際にはスタッフの声掛け･促しで移動している。また、プログラム開始5分前に声掛けするが、トイレに行ったり、水分補給してから参加するため、スタッフが早めに声掛けをしている。参加後は自分から発言、質問された内容を答える等、積極的にプログラムに取り組むことが出来ている。

（達成度70％）
	来所時に時間変更した理由を早めに思い出せるような聴き方で関わっていく。

プログラム参加の際にはスタッフから声を掛け、本人が時間感覚に気が付けるようにしていく。また、プログラムについて本人と話し合い、要望を取り入れながら（息子様と情報共有）様々な活動を提供し、認知機能の低下を防止していく。目標は継続とする。

	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	・朝の日課(検温・服薬)は、思い出せないことが多く、スタッフ声掛けにて行っている。千葉様用プログラム表を作成し説明しているが、翌日には忘れてしまい定着できていない。リュックにしまったものがわからなくなり、何度も確認する様子が見られている。ロッカーの鍵を、返却するのを忘れ、ズボンのポケットに入っていることがある。記憶力の低下が目立っているため、都度スタッフが介入し質問しながら思い出せるよう関わりを持っている。

・他利用者が感情的になると、大きな声で注意することや、表情硬くなり嗜める様子見られている。

（達成度50％）
	自分からスタッフへわからないことを確認することが出来ている。時々、迷っている様子が見られるため、スタッフが介入している。今後も目標を継続し、わからないことがあった際にはすぐにスタッフへ確認するよう促していく。スタッフは本人が困っているような様子があった際には状況を確認し、対応していく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	認知症の進行を防止し、現在の生活を維持する。
	①プログラムに参加し、認知機能の低下を防止する。


	①デイナイトケアに継続して通所し、自分から積極的にプログラムに参加できるよう促していく。


	①利用日には来所し、積極的にプログラムに参加する。スタッフはプログラム参加を促していき、作業療法や運動療法など認知機能低下を防げるようプログラムを提供していく。

	
	②わからない事は自分から確認できるようになる。
	②わからないことはすぐにスタッフに確認し、問題なく過ごせるようになる。
	②わからない事はすぐに確認できるようになる。スタッフは本人が困っている様子が見られた際には声を掛け、状況を確認するとともに、わからないことがあった時にはすぐに確認するよう促していく。


